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２
月
２
８
日
，
荻
ジ
オ
パ
ー

ク
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
接
続

会
場
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
室

か
ら
小
川
室
長
と
岩
本
専
門
員
、

当
会
か
ら
は
６
名
（
工
藤
、
小

玉
、
宮
内
敏
、
川
原
、
松
家
、
安

藤
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

研
修
テ
ー
マ
は
「
イ
ン
タ
ー

プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
わ
る
ガ
イ
ド
技
術
）」。 

 

講
師
は「（
一
社
）を
か
し
や
」

代
表
の
菊
間
彰
氏
で
す
。
午
前

は
参
加
者
間
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
萩
ジ

オ
パ
ー
ク
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
と

そ
れ
に
つ
い
て
の
感
想
や
コ
メ

ン
ト
の
交
換
へ
と
進
み
ま
し
た
。 

 

萩
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、
特
産
の

夏
み
か
ん
や
ワ
カ
メ
、
萩
焼
な

ど
を
材
料
に
、
五
感
を
大
切
に

し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
と
い
う
趣
旨
で
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
も
よ
く
作
ら
れ
て
い

て
、
多
く
の
賛
辞
が
寄
せ
ら
れ 

   

ま
し
た
。 

 

午
後
の
講
演
で
は
、
イ
ン
タ

ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ガ
イ
ド

は
違
う
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
は
喋
り

す
ぎ
な
い
こ
と
、
感
動
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
用
い
る
こ
と
、
見
え
る
も

の
で
見
え
な
い
も
の
を
伝
え
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
基
本
と

な
る
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 

 

最
後
に
、
参
加
ジ
オ
パ
ー
ク

が
互
い
に
紹
介
し
合
う
演
習
が

行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

        

 

三
月
六
日
（
土
）
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
、
参
加
者
は
十
四
名
で
し
た
。 

 

フ
ェ
ス
タ
は
、
講
演
会
と
黒
潮

流
域
八
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
報
告
と
交
流
の
二
部
構
成
で

し
た
。 

 

講
演
会
は
、
早
稲

田
大
学
の
高
木
秀
雄

先
生
が
「
南
紀
熊
野

ジ
オ
パ
ー
ク
で
体
感

す
る
日
本
列
島
の
ジ

オ
の
特
徴
」
と
い
う

表
題
で
①
二
〇
〇
〇

万
年
前
の
付
加
体
が

分
布
し
、
日
本
列
島

の
七
割
が
付
加
体
で

あ
る
。
②
一
四
〇
〇

万
年
前
の
巨
大
カ
ル

デ
ラ
火
山
の
跡
で
あ

り
、
弧
状
岩
脈
に
沿

っ
て
南
紀
の
温
泉
が
分
布
す
る
。

③
防
災
の
視
点
か
ら
南
海
ト
ラ

フ
と
地
震
の
三
つ
の
内
容
で
、
多

く
の
図
表
を
活
用
し
た
明
解
な

講
演
で
し
た
。 

 

活
動
報
告
と
交
流
は
、
ジ
オ
パ

ー
ク
の
紹
介
と
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
の
中
で
の
事
例
報
告
で
、 

        

南
紀
熊
野
、
室
戸
、
伊
豆
大
島
、

銚
子
、
伊
豆
半
島
、
桜
島
、
三
島

村
・
喜
界
カ
ル
デ
ラ
、
土
佐
清
水

の
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
銚
子
は
、

房
州
文
子
さ
ん
が
、
ジ
オ
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

の
案
内
、
学
習
支
援
に
つ
い
て
、

六
分
間
で
簡
潔
明
瞭
に
上
手
に

紹
介
。
交
流
で
は
、
安
藤
清
さ
ん

が
、
土
佐
清
水
の
自
転
車
ジ
オ
ツ

ア
ー
を
質
問
。
よ
い
学
習
の
機
会

で
し
た
。 

    
 

   

新
生
「
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
市

民
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
HP
）」

は
昨
年
４
月
１
日
に
評
価
版
を
、

７
月
１
日
に
新
規
ド
メ
イ
ン
を

取
得
し
公
開
し
て
い
ま
す
。 

 

評
価
版
か
ら
１
４
ケ
月
、
ド

メ
イ
ン
取
得
か
ら
１
１
ケ
月
強
、

ほ
ぼ
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
延
べ
約
５
千
人
の

方
々
に
閲
覧
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
数
字
を
多
い
と
み
る
か

少
な
い
と
み
る
か
は
ご
意
見
の

分
か
れ
る
所
と
思
い
ま
す
。 

 

閲
覧
件
数
は
Ｈ
Ｐ
更
新
が
な

い
と
伸
び
ま
せ
ん
。 

 

「
市
民
の
会
ＨＰ
」
の
主
目
的

は
会
の
活
動
を
発
信
し
、
記
録

に
残
す
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
の
会

の
活
動
は
大
幅
に
自
粛
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
結
果
と
し
て
記
事
不
足
を

生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

状
態
は
当
分
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
ネ
ッ
ト
を
介
し
た

広
報
活
動
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。 

 

若
者
は
別
と
し
て
、
我
々
シ

ニ
ア
世
代
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｔ
慣

れ
す
る
良
い
機
会
と
捉
え
る
こ 

が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
研
修
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

や
、
Ｈ
Ｐ
を
介
し
て
の
広
報
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
如
何

で
し
ょ
う
か
。
Ｈ
Ｐ
へ
の
投
稿

も
間
接
的
な
参
加
で
す
。 

 

時
々
の
興
味
あ
る
話
題
や
ご

意
見
な
ど
、
記
事
と
画
像
の
提

供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

市
民
の
会
HP

は
会
員
の

方
々
の
協
力
な
し
に
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。 

 

投
稿
デ
ビ
ュ
ー
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

 
 

～
～
～
～
～
～
～ 

 

閲
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
検
索

順
位
を
上
げ
る
こ
と
に
繫
が
り

ま
す
。 

市
民
の
会
ＨＰ
の
閲
覧
方
法 

「
検
索
ま
た
はWeb

ア
ド
レ 

 

ス
の
入
力
」
欄
に 

 

と
入
力
し
エ
ン
タ
ー
キ
ー
を
押

し
ま
す
。
ス
マ
ホ
の
場
合
紙
面

右
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
く
だ
さ
い
。 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 

研
修
に
参
加
し
て 

 
 
 
 

安
藤 

清 

 

南紀熊野ジオパークフェスタに参加して 
石嶋博行 

 
新
生
「
市
民
の
会
ＨＰ
」 

 

１
周
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 

  
 

宮
内 

敏 

 


